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法人運営方針  

理念  

・私たちは、障がいのある方の権利擁護を第一に考え、希望が叶えられるよう支援

に努めます。  

・私たちは、障がいのある方の自己実現に向け、継続した支援とその過程を大切に

し、希望ある未来を創造していくことに努めます。  

・私たちは、約束を守り、信頼が持てる法人・個人・事業所となるよう努めます。  

  

１．  法人・施設の運営方針  

Ⅰ  障害者多機能型事業所きらりの森の経営  

 

Ⅱ  指定相談支援事業所きらりの森の運営  

 

Ⅲ  障害者多機能型事業所ここいろの経営  

 

Ⅳ  就労定着支援事業ここいろの運営  

 

Ⅴ  共同住居の経営  ・地域生活を営む基盤を支えるための共同住居の運営  

 

Ⅵ  その他の事業  

・地域で生活する自信をつけ、仲間同士の支え合いを進めるためのピア活動の実施。 

・就労者の職場定着に向けた支援として、就労サロンの実施。  

・精神障がいにも対応した、地域包括ケアシステムへの取り組み。  

・情報提供や家族支援として、状況に応じた「家族のつどい」の実施。  

 

２．理事会・評議員会  開催予定  

  理事会   …  年 2 回、必要に応じて適宜開催。  

  評議員会  …  年 1 回の定時評議員会、必要に応じて適宜。  

 

３．監事監査の実施予定  

  2023 年５月 23 日に、2022 年度事業を対象に実施。  

 

４．その他  

  ・地域への啓発活動の実施。  

・町内活動をはじめとする地域活動への参加。  

・ニーズに合わせた事業展開の検討。  
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＜社会福祉事業＞ 

（１）事業実施について 

精神障がいのある方々の権利擁護及び社会参加を進めるための支援施設として、

障害者多機能型事業所きらりの森及び障害者多機能型事業所ここいろ、相談支援事

業所きらりの森、就労定着支援事業所ここいろの運営を行いました。 

 

（２） 職種別職員数  （ 2024年 4月 1日現在）  ※ 内（  ）は兼務 

職 種 
形態（人） 

常勤職員 パート等非常勤職員 合   計 

サービス管理責任者 ５（２）    ５（２）  

生活支援員 ８（４）  ６（２）  14（６）  

職業指導員   ３（３）  ３（２）  

就労支援員   １（１）  １（１）  

目標工賃達成指導員 １（１）    １（１）  

就労定着支援員   １（１）  １（１）  

看護師 １  １  ２  

作業療法士       

相談支援専門員 ３（２）    ３（２）  

調理員 ２（２）  ４（４）  ６（６）  

事務員   ２  2  

運転手   ３（２）  ３（２）  

合  計 1５（５）  14（６）  29（11）  

 

 

（３） 年間行事実施内容（各事業報告参照） 

【評価】 

・ 感染予防に努め、計画していたレクリエーションやイベントを実施しました。 

・ リモートや小規模開催へ切り替えることで、計画していた行事を実施すること

ができました。 
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2023年度 年間行事（法人・外部） 

 

月 地域等行事 法人 外部会議・研修等 

4 月   地域生活移行支援会議【全体】(27) 

5 月 畑寺町内運動会(14) 監事監査(23) ピアマネジャー連絡会(18) 

6 月 桑原まちづくり協議会総会 

理事会(1) 

定時評議員会・理事会 

(22) 

相談支援専門員等スキルアップ研修 (8) 

7 月 風のねこギャラリートーク（22）   

8 月 
畑寺サマーフェスタ(5)  

フォーラム【小野久米】(22) 
 地域生活移行支援会議【久米】 

9 月   

ピアマネジャー連絡会(12) 

相談支援専門員等スキルアップ研修 (21) 

ピアサポート研修【東京】(25-27) 

10 月    

11 月   

精神保健福祉士協会全国大会【愛媛】 

（3、4） 

中四国精神保健福祉士中四国大会【徳島】 

（25、26） 

12 月  理事会（7） 相談支援専門員等スキルアップ研修(27） 

1 月   相談支援専門員等研修（24） 

2 月 こころの健康フォーラム(9)  相談支援専門員等研修（22） 

3 月 レガーレマーケット（23） 
理事会(7) 

評議員会(21) 
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2023年度 年間行事予定表（事業所・合同） 

  

月 きらりの森 合同 ここいろ 

4 月 

お花見レク(3) 

食品衛生責任者講習(10) 

清水祭バザー（16） 

 お花見レク（13） 

5 月 カラオケレク・映画レク(3) 職員研修【感染予防研修】（30）  

6 月 
避難訓練（27） 

検便検査 
 避難訓練（19） 

7 月 
冷菓レク(10) 

家族の集い（17） 

職員研修【外部】（14） 

松山市障がい者虐待防止研修（21） 

精神障害者にも対応した特性研修 

（27、28） 

家族の集い（29） 

8 月  

検便検査 

サービス管理責任者基礎研修 

【相談初任者 2 日間】（9、10） 

移行メンバー慰労会(26) 

9 月 松山看護専門学校文化祭（23） マネー講座（28）  

10 月 ねんりんピック（28、29）  松山地方祭（7） 

11 月 
北久米小学校町探検隊(7) 

避難訓練（21） 

サービス管理責任者基礎研修 

【相談初任者 2 日間】(11、12） 

松山記念病院バザー（11） 

避難訓練（16） 

12 月 

忘年会（28） 

就労継続支援 B 型全体ミーティング（27） 

年末年始対応（30) 

 

歯科検診（7） 

クリスマス会（25） 

忘年会（31） 

年末年始対応（31） 

1 月 

初詣 

愛媛県美術館レク（18） 

検便検査 

職員健康診断 

初詣 

家族の集い（27） 

移行メンバー慰労会（27） 

2 月 
バレンタインデー 

家族の集い(27) 

ピアサポート支援体制専門研修 

（19、20） 
 

3 月 ホワイトデー 職員研修【虐待研修】 （19）  

 

※ 各事業所、各サービスミーティング及び事例検討は毎月行う。
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（４）職員研修、防災訓練、健康管理、衛生管理等実施内容（各事業報告参照）  

【評価】  

・  健康管理については、半年に 1 回検便を行いました。  

・  職員については、健康診断を行いました。  

・  外部講師を招いての面接技法に関する職員研修を行いました。  

・  各事業所で、年間２回ずつの避難訓練を行いました。  

 

（５）職員会議  

職員会議  

運営ミーティング（管理者、各事業主任による月1回のミーティング）※リモート  

4/10、5/15、6/13、7/13、8/17、9/14、11/13、12/11、1/9、2/7、3/11  

 

事業所ミーティング（各事業所の職員による月1回のミーティング）  

 

【評価】  

・  運営ミーティングや事業所ミーティングなどの職員会議で行事予定を確認し、

計画していた行事を全て実施することができました。  

・  運営ミーティング時に虐待対策及び身体拘束適正化委員会を実施し、事例の有

無や対応についての確認と検討を行いました。  

 

（６）事故及び苦情報告  （リスク管理）  

以下の様な事故、苦情がありましたが、その都度職員全体で振り返りを行い、

改善策を取ることで再発を防ぐよう努めています。  

 

事故及び苦情の状況  
①  事故（2024年3月31日まで）  

  きらりの森  相談  ここいろ  その他  

公益事業等  

合計  内容  

支援内容、  

ｻｰﾋﾞｽ提供について  
３  1 ４   ８  

連絡忘れ（き、こ、相）  

間違い電話（こ）  

送迎対応について  ２   ４   6 
送迎時転倒（き）  

送迎の失念・荷物忘れ（こ） 

運転技術、  

交通安全について  
５   ４   ９  

接触事故、施設の壁破損 (き ) 

接触事故、自損事故（こ）  

プログラム、  

生産活動について  
１   １   ２  

弁当配達先錯誤（き）  

稟議書未提出（こ）  

利用料等  

金銭管理について  
  1 1 2 

計算間違い（こ）  

引落指定口座間違い (公 ) 

その他  １   ２  1 ４  

スズメバチに刺される (き ) 

洗濯間違い（こ）  

封入物の間違い (公 ) 

合計  12 1 16 2 31 
  

きらりの森  

4/26、5/24、6/28、7/26、8/23、9/2

7、10/30、11/20、12/27、1/18、  

2/26、3/18 

ここいろ  

4/18、5/16、6/27、7/18、8/24、9/1

9、10/17、11/21、12/19、1/16、  

2/27、3/19 
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②  苦情  （2024年3月31日まで）  

 

（７）その他（建物等修理・修繕の実施、設備・備品等の整備内容等）  

①障害者多機能型事業所きらりの森  

・  消防設備点検（年２回５月、11月実施）  

・  階段昇降機点検（年１回  ９月実施）  

・  車検（２台実施）  

・  厨房排水溝点検及び清掃  

 

②障害者多機能型事業所ここいろ  

・  消防設備点検（年２回  ６月、１２月実施）  

・  エレベーター点検（年４回実施）  

・  浄化槽点検（年１回  １月実施）  

・  車検（４台予定のところ、１台廃車、３台実施）  

  
きらりの森  相談  ここいろ  

その他  

公益事業等  
合計  

内容  

支援内容、  

ｻｰﾋﾞｽ提供について  
１  １  ２   ３  

利用中の転倒（き）  

説明不足（相、こ）  

訪問の失念（こ）  

職員の態度や  

処遇について  
１   １   ２  

利用者への対応（き、こ）  

プログラム、  

生産活動について  
  １   １  

清掃中の対応（こ）  

合計  ２  １  ３   ６  
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Ⅰ 障害者多機能型事業所きらりの森 

就労継続支援事業Ｂ型事業 

 

【基本方針】  

・本人が希望する作業をすることで、作業に楽しさを感じることが出来、工賃

が上がるように支援します。 

・職員間での情報共有を、日々出来る環境を作り、関係機関と連携を取りなが

ら関わります。 

・年間計画を作成し計画に沿って実行することで、利用者の〝出来るようにな

りたいこと〟〝やってみたいこと〟に挑戦出来るように支援します。 

 

【重点目標】 

  本人の気持ちに寄り添うことで、強みを伸ばすことが出来、自信ややりが

いにつながるように支援します。 

 

【具体的取り組み】  

１．個別支援について 

・日々、相談支援専門員、医療機関、家族等と連携を図るようにします。 

・個別ケース検討会を実施することで、職員間で情報共有し、支援の方向性を

統一します。  

・個々の気持ちが共有できる場の提供を行うことで、気分転換できるように支

援します。 

 

２．生産活動について 

（１）利用者中心に各部門で、毎日の朝の会と、定期ミーティングを行ってい

きます。 

（２）より多くの方に“プティパ”“はなべん”を知っていただく為に、販路

拡大の活動を実施します。 

   

（２）年間平均工賃１４,５００円で、ボーナスの上乗せを考えます。 

   

（３）担当スタッフが売り上げ向上に向けて、計画的に実施できるように各部

署での年間計画を立てます。 

 

 

定 員 ２０名 

開所日・時間 月曜日から土曜日（日曜日定休）９：００～１６：００ 

週間スケジュール 別紙【１】参照 
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3. リスク管理  

利用者が安全に過ごせるよう、事故予防に努め、事故発生時の適切な対応及

び再発防止を行います。  

（１）予測できる事故について、未然に防ぐことができるよう、利用者の心身

の状況の情報収集を十分に行います。  

（２）過去の事故を検証し、迅速かつ適切な対応ができるよう工夫します。 

（３）感染症予防のため、適宜予防接種、マスクの着用の声掛けを行います。

施設内の換気・消毒を行い、感染予防の徹底を行います。 

 

4. 職員研修等 

（１）面接技法、虐待防止研修、感染予防研修を実施し、業務の適正化及び、

効率化に努めます。 

 

 

【評価】 

・ 個別支援について、医療機関との連携が不充分だったケースがあり、より

連携を図り支援を行うことができました。 

・ 日々の申し送りで、ケース検討を行うことで、職員間で共有し統一した支

援を行う事ができました。 

・ レクリエーションを定期的に実施し、普段接点のない利用者さんと繋がり

が持てる場の提供を行うことができました。 

・ 各生産活動部門で利用者が中心となってミーティングを行うことで、一緒

に働く個々がどのように活動しているかを共有し、協働しながら作業に取

り組むことができました。 

・ ＳＮＳでの告知を見ての来店や、特別弁当の受注が増えました。しかし、

“はなべん”チラシの周知を行いましたが、販路の新規獲得には次年度の

課題となりました。 

・ 年度末にボーナスを支給することができました。 

・ イベントの実施は、上半期は計画に沿った実施できませんでしたが、下半

期は声を掛け合いながら全体で意識できる体制をとって、計画通りに実施

しました。 
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【利用実績】 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

 

 

 

  開所日数 登録者 新規登録者 終了者 月延利用人数 平均利用人数 

４月 ２６ ４０ ２ ０ ４９４ １９．０ 

５月 ２８ ４２ ０ １ ５０１ １７．９ 

６月 ２６ ４１ ０ １ ４６８ １８．０ 

７月 ２６ ４０ ０ ０ ４６２ １７．８ 

８月 ２７ ４０ ０ ０ ４８０ １７．８ 

９月 ２６ ４０ ０ １ ４６３ １７．８ 

10 月 ２７ ３９ ０ ０ ４３６ １６．１ 

11 月 ２６ ４０ １ ２ ４２４ １６．３ 

12 月 ２５ ４０ ２ ０ ４６５ １８．６ 

2024.1 月 ２４ ４０ ０ ０ ４０７ １７．０ 

2 月 ２５ ４１ １ ０ ４３１ １７．２ 

3 月 ２７ ４１ ０ １ ４３６ １６．１ 

合計 ３１３ ４８４ ６ ６ ５,４６７ １７．５ 
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 自立訓練（生活訓練）事業 

 

【基本方針】 

・本人の希望が叶えられるように、本人の言葉や気持ちに耳を傾け、気持ちに

寄り添える支援をします。 

・限られた利用期間の中で、目標が達成できるように、関係機関の方と連携を

取りながら、一人ひとりの計画に沿った支援をします。 

 

【重点目標】 

1. 本人の言葉の背景を汲み取り、慮れるよう、本人と課題を一緒に確認しな

がら、関係機関とも密に連携をとり、必要時には利用者のご自宅に訪問等

を行います。 

２．年間計画に沿った新規獲得を継続して行います。 

 

【具体的な取り組み】 

１．毎月ケース検討会を実施します。 

 毎月のミーティングでケース検討を実施し、支援の方向性を職員間や関係機

関と共有し、支援を多角的な視点で捉えて、質の向上を図ります。 

 

２．新規利用者募集活動を継続します。 

 3 ヶ月に 1 回、生活訓練の機関誌を作り、継続して営業を行います。営業後

も関係機関の方と連携し、新規利用者の確保に取り組んでいきます。 

 

３．リスク管理  

利用者が安全に過ごせるよう、事故予防に努め、事故発生時の適切な対応及

び再発防止を行います。  

（１）予測できる事故について、未然に防ぐことができるよう、利用者の心身

の状況の情報収集を十分に行います。  

（２）過去の事故を検証し、迅速かつ適切な対応ができるよう工夫します。 

（３）感染症予防のため、適宜予防接種、マスクの着用の声掛けを行います。

施設内の換気・消毒を行い、感染予防の徹底を行います。 

 

 

定 員 １２名 

開所日・時間 月曜日から水曜日、土曜日（木・日曜日定休） 

９：００～１５：００ 

週間スケジュール 別紙【２】参照 
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4．職員研修等 

（１）面接技法、虐待防止研修、感染予防研修を実施し、業務の適正化及び、

効率化に努めます。 

 

【評価】 

・毎月のミーティングでケースの見直しを行い、関係機関との連携を適宜図る

ことができました。 

・本人の希望に沿った生活訓練期間終了後の行き場を、一緒に見つけることが

できました。 

・定期的に事業案内を実施し、年間で８名が新規利用に繋がりました。また、

見学者の依頼が 10 名あり、次年度も引き続き事業案内を実施していきま

す。 

 

 

【利用実績】 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

  開所日数 登録者 新規登録者 終了者 月延利用人数 平均利用人数 

４月 ２１ １０ １ ０ ８２ ３．９ 

５月 ２３ １０ ０ ０ １０８ ４．６ 

６月 ２１ １１ １ ０ １１６ ５．５ 

７月 ２２ １２ １ １ １１２ ５．０ 

８月 ２２ １１ ０ ０ １０７ ４．８ 

９月 ２２ １３ ２ ０ １０２ ４．６ 

10 月 ２２ １４ １ ０ １２４ ５．６ 

11 月 ２０ １５ １ ２ １４２ ７．１ 

12 月 ２１ １３ ０ ０ １２４ ５．９ 

2024.1 月 ２０ １３ ０ １ １０３ ５．１ 

2 月 ２０ １２ ０ ０ ９３ ４．６ 

3 月 ２２ １３ １ ０ １０２ ４．６ 

合計 ２５６ １４７ ８ ４ １,３１５ ５．２ 
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Ⅱ 相談支援事業所きらりの森の運営 

指定相談支援事業所きらりの森 

 

【基本方針】  

・自分らしいあたりまえの生活の実現を目指します。ニーズを満たすために福

祉に限らず、医療や保健、仕事等についても広い視野を持ち、支援がパター

ン化しないように、情報収集や研鑽に努めます。 

・希望に近づける支援ができるよう、関係機関との連携をスムーズに行います。 

・支援をしていく中で、地域の課題を感じ解決することができるよう法人内

部、外部の支援者と協力し解決に向けて方策を考える努力をします。 

 

【重点目標】 

１．希望する生活の実現に向けた支援計画になっているか確認しながら、モニ

タリング、計画の作成を行います。 

２．エンパワメントの視点を持ち、必要最低限のサービス提供とモニタリング

期間になっているかどうかの見直しをします。 

３．年間を通した見通しを立て、毎月目標に沿ってモニタリング及び予定の確

認を行います。 

４．年間計画を意識した運営を実施します。 

 

【具体的取り組み】  

1. 関係機関との連携では、地域移行の視点を持って、支援の形や方法の創造

に努めます。 

2. 一般相談支援事業として、社会資源を活用するための支援、地域移行支援、

地域定着支援、社会生活を高めるため専門機関の紹介等の実施をします。 

3. 特定相談支援事業として、福祉サービスの利用援助、計画相談の実施をします。 

4. ピアサポーターと協働して支援を実施する機会を持ちます。（ピアサポート

活動の活用） 

5. 事例検討（事業内、法人内外）の実施をして、質の向上とスキルアップに

努めます。 

また、松山市委託事業相談支援専門員等スキルアップ研修事業の企画を

し、市内の相談支援専門員等と協働して、質と技術の向上を目指します。 

6. 運営の年間計画について、月次の振り返りをして、業務整理をします。 
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・地域移行…年間に 2 名の方の地域移行を実現します。 

・計画相談は新規を 15 件受け入れします。  

 

【評価】 

・毎月、相談支援事業所の台帳の更新を行いながら、計画的に業務を遂行でき

ています。 

・地域の事業所や病院、家族、保健所、市役所等と連携しながら、サービスの

紹介、見学や体験の同行等のサービス導入の調整、退院に向けての必要な物の

購入や金銭状況の確認、生活保護の申請等を行いました。 

・法人内の研修や相談支援専門員等スキルアップ研修（松山市委託事業）の企

画や参加を通じて、面接技術の向上に努めることができました。 

・地域移行支援を利用された、２名の方が退院されました。チャレンジ事業や

ピアサポーターの力を活用することができました。 

 

地域移行：新規１名、終了２名（退院の為終了）  

地域定着：新規３名、終了２名 

計画相談：新規１１名、終了２名  
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2023 年度 『相談支援専門員等スキルアップ研修』 

＜相談支援専門員等に向けた集合研修会＞ 

集合研修 2023 年 9 月 21 日(木) 9:30～16:30 

場所：松山市畑寺福祉センター  ２階 ふれあい交流室② 

対象者：一般・特定相談支援事業所 相談支援専門員 

テーマ：改めて、利用者中心の支援のための面接技能（面接技法を用いる力） 

―メンバーの逐語録による面接の検討を通して― 

講師：なかむかいクリニック 岩田泰夫氏 

参加者：１０名 

 

＜事例検討会＞    

 9 月の研修を受け、参加した相談員とともに 12 月に事例検討会を実施。 

リモート研修 2023 年 12 月 27 日（水）15:15～16:15 

対象者： 一般・特定相談支援事業所 相談支援専門員 

参加者：７名 

 

【評価】 

 参加事業所からは、「年間を通して継続的な研修が学びとなったことが良か

った」「自身の支援に変化が感じられるようになった」と意見があった。逐語

録を通して、日常の面接場面の振り返りをするとともに今後の当事者を主体と

する支援について学ぶ機会となった。また逐語録の振り返りを仲間と行うこと

で、他の相談員の面接や、支援を知ることが出来自身の新しい気づきを持つ機

会に繋がっている。支援について必要な学びだと実感できる効果がみられた。 

事例検討の進め方については、「まだまだ難しさを感じている。」、「事例検討

の進行ができる相談員が増えれば、自分たちで検証ができる事例検討会の輪を

広げることができる。」、「一人でも多くの支援者が面接の技法を修得できたら

良い、そのためにも、事例検討の進行ができる人材を育成出来る研修として、

この研修を継続してほしい。」、という希望が挙がっている。 

今年度は講師を招いての集合研修を実施することができ、自分だけでなく他の

参加者の事例の学びも通して、より実践的で内容の濃い研修となった。事例検

討の定例会については、「移動時間の短縮ができるため、参加しやすい」な

ど、引き続きリモートによる開催の希望がでている。 
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【利用実績】 

①  全体 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

 

  

  登録者 新規登録者 終了者 新規・更新 モニタリング  

４月 ６４ ０ ０ １ ４０  

５月 ６５ １ ０ ５ ４３  

６月 ６６ １ ０ ３ ３５  

７月 ６６ ０ ０ ４ ４０  

８月 ６７ １ １ ６ ３３  

９月 ６７ １ １ ７ ３５  

10 月 ６９ ３ ０ ７ ３７  

11 月 ６９ ０ ０ １６ ４１  

12 月 ７０ １ ０ ６ ３２  

2024.1 月 ７１ １ ０ ７ ４０  

2 月 ７１ ０ ０ ８ ４１  

3 月 ８３ ２ ０ ７ ３９  

合計  １１ ２ ７６ ４５７  

月平均    ６．３ ３８  



16 

 

②  一般相談（地域移行・地域定着） 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

 地域移行 地域定着 

  登録者 新規登録者 終了者 登録者 新規登録者 終了者 

４月 ２ ０ ０ １０ ０ ０ 

５月 ２ ０ ０ １０ ０ ０ 

６月 ２ ０ ０ １０ ０ ０ 

７月 ２ ０ ０ １１ １ ０ 

８月 ２ ０ ０ １１ ０ ０ 

９月 ２ ０ ０ １３ ２ ０ 

10 月 ２ ０ ０ １３ ０ ０ 

11 月 ２ ０ ２ １３ ０ １ 

12 月 ０ ０ ０ １２ ０ ０ 

2024.1 月 ０ ０ ０ １２ ０ １ 

2 月 １ １ ０ １１ ０ ０ 

3 月 １ ０ ０ １１ ０ ０ 

合計 

 

２ １ 

 

３ ２ 
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Ⅲ 障害者多機能型事業所ここいろの経営 

就労移行支援事業 

 

【基本方針】  

・本人のエンパワメントを高め、希望の仕事に就くことができるように支援し

ます。 

・仕事に必要な基本的な能力を身に付けられる支援を行います。 

・就職後も安定して就労・生活が継続できるよう、生活全体を視野に入れた支

援をします。（就労定着やその後の支援の継続） 

・利用者を増やすための継続的な情報発信をします。 

 

【重点目標】 平均利用目標数：６名（週６日営業日、月延べ１５０人） 

１．希望する就職を実現できるように、ハローワーク等就労機関との連携を強

めます。 

２．就職後も継続して就労できるように、作業能力だけでなく体力や生活リズ

ム、ビジネスマナー、コミュニケーション能力等が身に付けられるように

支援します。 

３．就職支援と新規利用者の獲得を並行して行い、安定した事業運営が出来る

ようにします。 

 

【具体的取り組み】  

１．希望する就職先を見つける支援をします。 

（１）ハローワークに同行し、本人の希望を伝え、就職先が見つかるまで継続

して調整を行います。えひめ障がい者就業・生活支援センター、愛媛障

害者職業センター、愛媛中央産業技術専門校等の就労支援機関とも定期

的に連絡を取り、情報交換します。 

（２）モニタリング時に就労アセスメントの作成、更新を継続的に行っていき

ます。 

 

 

定 員 8 名 

開所日・時間 月曜日から日曜日（金曜日定休）９：００～１６：００ 

週間スケジュー

ル 

別紙【３】参照 
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２．就労に必要な体力や生活リズムが身に付けられるように支援します。 

（１）個別の体力や目的に合わせた作業に取り組める機会を提供します。 

（２）日々の関りの中で、生活状況や服薬状況等の振り返りを行います。 

（３）関係機関に対して定期的な報告を行い、連携して支援を進められるよう

にします。 

 

３．定期的に座学・介護技術の講座を実施します。 

（１）１カ月ごとのプログラムを計画して実施します。 

座 学 ：ビジネスマナー講座、コミュニケーション講座、SSＴ等 

   介護技術：食事介助、入浴支援、車椅子の移動、シーツ交換等 

（２）ミーティング等で、メンバーの希望や目的、現在の状況をスタッフ間で

共有し、プログラムの内容を調整します。 

 

４．年間を通じて新規利用者を獲得する活動を行います。 

（１）現在のパンフレットに就職実績を掲載、更新するたびに関係機関へ配布

します。 

（２）今までに『ここいろ』の利用がない事業所や医療機関等に対して、情報

発信を行います。 

 

５．リスク管理 

利用者が安全に過ごせるよう、事故予防に努め、事故発生時の適切な対応及

び再発防止を行います。  

（１）予測できる事故について、未然に防ぐことができるよう、利用者の心身

の状況の情報収集を十分に行います。 事故等があった時には、状況に

応じて受診等の対応を行います。 

（２）清掃道具等の機器の使用について、正しい使い方ができているか確認し

ます。 

（３）道具の安全点検、事業所内の衛生が保てるようにします。 

（４）感染症予防のため、適宜予防接種、マスクの着用の声掛けを行います。

施設内の換気・消毒を行い、感染予防の徹底を行います。 

 

６．職員研修等 

（１）面接技法、虐待防止研修、感染予防研修を実施し、業務の適正化及び、

効率化に努めます。 
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【評価】 

・ 就職者３名、新規利用者３名。新規利用者募集活動を行った関係機関から

「若い対象者に訓練内容の魅力がわかりやすいように」などの意見を受

け、チラシを新しく作成しました。 

・ 就職活動や就労支援のため、公的就労支援機関や相談支援事業所等と情報

交換をしました。特にハローワークと愛媛中央産業技術専門校に関して

は、在籍している利用者と仕事とのマッチングを意識し、企業等へ過去の

就労実績を踏まえた情報提供や実習支援の提案などを行いました。 

・ ミーティング、申し送りを通じて、利用者の希望の確認や、就職活動の進

捗状況を共有し、協力して支援を行いました。 

・ 授産活動の内容を整理し、利用者がより主体的に活動できるよう、チェッ

クリストを作成したほか、利用者の意見をミーティングで共有し、作業や

学びに反映できるよう工夫しました。 

 

【利用実績】 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

  開所日数 登録者 新規登録者 終了者 月延利用人数 平均利用人数 

４月 ２６ ８ ０ １ １０６ ４．１ 

５月 ２７ ７ ０ １ ９８ ３．６ 

６月 ２５ ６ ０ ０ ８９ ３．６ 

７月 ２７ ６ ０ ０ ９５ ３．５ 

８月 ２７ ６ ０ ０ ８９ ３．３ 

９月 ２５ ６ ０ １ ６９ ２．８ 

10 月 ２７ ６ １ １ ８９ ３．３ 

11 月 ２６ ５ ０ ０ ６４ ２．５ 

12 月 ２５ ５ ０ １ ６１ ２．４ 

2024.1 月 ２４ ５ １ ０ ５９ ２．５ 

2 月 ２５ ６ １ ０ ８０ ３．２ 

3 月 ２６ ６ ０ ０ ９２ ３．５ 

合計 ３１０ １１ ３ ５ ９９１ ３．２ 
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2023 年度 生活介護事業 事業計画 

                   

【基本方針】  

・病院で長く入院していた方が、地域で自分らしく、あたりまえの生活が送れ

るように、柔軟に対応できる体制を整えます。 

・利用者の１日１日を大切にして、対等な立場で思いやりを持って接し、利用

者の声に誠実に耳を傾け、希望や想いを汲み取ります。 

・生産活動等を通して、その人の持っている力を活かし、メンバー同士で支え

あいながら、社会とのつながりを持ち、充実感のある生活が送れるように支

援します。 

・1 人 1 人の身体・精神の状況に合わせた支援を行います。日々の体調の変化

に気を配り、清潔を保ち、運動やストレッチによって体力を維持し、健康的

な生活が送れるように支援します。 

定 員 32 名 

開所日・時間 土曜日から木曜日（金曜日定休）９：００～１６：００ 

週間スケジュール 別紙【４】参照 

 

【重点目標】 平均利用者目標数：２０名（週 5 営業日、月延べ 400 人） 

１．継続して利用希望の方を受け入れられる体制を作ります。 

２．メンバーの目的に合ったプログラムを企画し、提供します。 

３．次のステップに行くためのプログラムや個別支援を行います。 

 

【具体的取り組み】  

１．メンバーの希望や目的に合ったプログラムを実施します。 

（１）個別の面談やメンバーの希望や利用目的を整理して、１階と２階、カフ

ェそれぞれで実施する１カ月ごとのプログラムを作成します。 

（２）１階や２階でのプログラム、カフェ作業など複数のプログラムが実施で

きるように、スタッフの配置や環境調整等を行います。 

（３）生活介護ミーティングで、プログラムの振り返り等を行います。 

 

２．ここカフェの作業（生産活動）を再開します。 

（１）メンバーミーティングや生活介護ミーティングを中心に、再開に向けて

の話し合いを行います。 

（２）ここカフェの作業を経験したことがないメンバーに対して、経験のある

メンバーから作業を伝えてもらうなど、メンバー同士で協力し合える関

係ができるように支援を行います。 
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３．次のステップを目指すことが出来る支援を行います。 

（１）プログラムの中で、他の事業所への見学や、交流会等を企画して、実施

します。 

（２）個別の希望に合わせて、他の事業所への見学や体験の支援を行います。 

 

４．メンバーの様子や支援状況等について、スタッフや関係機関と情報を共有

できるようにします。 

（１）ミーティングや日々の申し送り等で、情報の共有を行います。 

（２）関係機関に対して、適宜連絡を行い、情報の共有を行います。 

 

５．リスク管理 

利用者が安全に過ごせるよう、事故予防に努め、事故発生時の適切な対応及

び再発防止を行います。  

（１）予測できる事故について、未然に防ぐことができるよう、利用者の心身

の状況の情報収集を十分に行います。事故等があった時には、状況に応

じて受診等の対応を行います。  

（２）清掃道具や調理道具等の使用について、正しい使い方ができているか確

認します。 

（３）道具の耐久性について定期的に確認し、また、厨房やカフェの衛生が保

てるようにします。 

（４）感染症予防のため、適宜予防接種、マスクの着用の声掛けを行います。

施設内の換気・消毒を行い、感染予防の徹底を行います。 

 

６．職員研修等 

（１）面接技法、虐待防止研修、感染予防研修を実施し、業務の適正化及び、

効率化に努めます。 
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【評価】 

・ 外出レクが再開できました。 

・ メンバーの希望に合わせて、ハンバーグ作り等の生産活動への支援をして

います。 

・ 9 月 28 日より、カフェを週１回の営業で再開をしました。ハンバーガーの

外販をしました。（月２回） 

・ カフェを通して、地域の方との交流ができました。地域の方の畑の一部を

借り、助言を頂きながら玉ねぎを植えるなど、農作物の生産活動もゆっく

りと行うことができました。 

・ ６名の就労継続 B 型や生活訓練事業等につなげる支援を行うことができま

した。 

・ 関係機関とは月１回の相談員への定期報告やその日のメンバーの状態で気

になることがあれば、随時連絡する等、情報の共有を行うことに努めて支

援することができました。 

・ ミーティングを月２回実施し、支援での悩んでいる対応や、カフェを含め

たプログラムの内容についての検討等を行い、スタッフ全体で円滑な支援

に努めました。 

・ 記録を電子化して報告内容等の伝達の時間の短縮につながりました。 

・ 新規利用者６名。終了者９名。 

 

【利用実績】 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

  開所日数 登録者 新規登録者 終了者 月延利用人数 平均利用人数 

４月 ２１ ４３ ０ ０ ３８６ １８．３ 

５月 ２３ ４４ １ ０ ４４７ １９．４ 

６月 ２１ ４５ １ ０ ３９２ １８．６ 

７月 ２２ ４５ ０ １ ３８９ １７．６ 

８月 ２３ ４４  ０ １ ４１５ １８．０ 

９月 ２１ ４３ ０ ３ ３６５ １７．３ 

10 月 ２２ ４２ ２ ０ ３７４ １７．０ 

11 月 ２２ ４３ １ ０ ３８７ １７．５ 

12 月 ２１ ４３ ０ ０ ３７７ １７．９ 

2024.1 月 ２０ ４４ １ ０ ３４０ １７．０ 

2 月 ２１ ４４ ０ ２ ３８５ １８．３ 

3 月 ２１ ４２ ０ ２ ３８４ １８．２ 

合計 ２５８  ６ ９ ４,６４１ １７．９ 



 

23 

Ⅳ 就労定着支援事業ここいろの運営 

就労定着支援事業所ここいろ 

 

【基本方針】  

・希望の職場での就労を継続できるように支援します。 

・就労定着が終了した後、困りごとや悩みごと等があった時に、自分自身で対

応できるようになることを想定して支援を行います。 

 

【具体的取り組み】  

１．利用者との面談や電話の頻度について、それぞれの希望や目的に合わせ

て、調整します。 

 

２．困りごとや悩みごとがあった時に、利用者に考えるように促したり、一緒

に考えたりしながら、利用者自身で対処できる力を身に付けられるように

支援します。利用者自身での対処が難しい場合など、必要に応じて、職場

の人と話し合いができる機会を作ります。  

 

３．利用者の就労状況や生活の状況について、関係機関と共有しながら、連携

して支援を行います。 

 

【評価】 

・ 定期的に面談を行い、仕事の事や、身の回りの事など伺い、就労が安定す

るように支援しました。生活面、特に金銭面での支援について、強い介入

が必要な場面があり、今後は生活支援のアセスメントを強化していくこと

が課題です。 

・ いずれ支援が終了することを想定して、会社とのやり取りは、自分自身で

できるよう、意図的に介入し、他機関へ支援が引き継げるよう、対応しま

した。 

・ 就労先、医療機関、相談支援機関と情報を共有して、タイムリーに支援す

ることができました。 

・ 終了者 3 名、新規 3 名。 
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【利用実績】 

＜利用者登録状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

  登録者 新規登録者 終了者   

4 月 6 0 0   

5 月 7 1 0   

6 月 7 0 1   

7 月 6 0 1   

8 月 5 0 0   

９月 5 0 1   

10 月 4 0 0   

11 月 5 0 0   

12 月 5 0 0   

2024.1 月 6 1 0   

2 月 6 0 0   

3 月 7 1 0   

合計 9 3 3   
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Ⅴ 共同住居の経営  

きらりの森共同住居 

 

【基本方針】 

精神障がいのある方が、病院を退院し地域で生活するための住居を提供しま

す。一緒に暮らす仲間同士が相互に見守り、近隣とのつながりや生活上のアド

バイスを提供することで、地域で生活する基盤づくりをサポートします。 

 

【対象者】定員２名 

・ 地域での生活を希望しており、保証人が不在等の理由により、物件の契約

が難しい方 

・ 病状が安定をしており、医療機関で夜間・休日の緊急時支援を受けられる

方 

・ 地域定着・地域移行を受けている、または希望する方で、居宅介護等のサ

ービスを利用する方 

・ 共同生活ができる方 

 

【具体的な支援の内容】 

・ 居室の提供（トイレ、風呂、炊事場は共用） 

・ 洗濯機の使用、トイレットペーパー等生活消耗品の提供 

・ 週 3 回の夕食支援（火・木・土曜日） 

・ その他生活の基盤となる居室に関する困りごとへの対応 

・ 当事者のニーズを受け止め、今後の共同住居事業の展開を検討していく。 

 

 

【評価】 

・ 引き続き 2 名の支援を継続しました。 

・ ミーティングを通じて、希望や生活の様子を丁寧に聞くことに努め、コミ

ュニケーションを図りました。 

・ 夕食支援は、健康的なメニューを心がけ、体調への配慮もしながら、コロ

ナ禍で控えていた外食を行うことができました。 
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Ⅵ その他の事業 

きらりの森地域活動支援事業 

 

【基本方針】 

精神障がいのある人の地域生活が安心して継続し、より豊かな暮らしとなる

よう、普及啓発と交流活動の機会を支援します。 

 

１．ピアサポート活動 

精神障がいのある人が、自分や同じ障がいのある人との共感と相互理解によ

り自信を持ち、情報共有やサポート活動を行うことを支援します。 

 

【具体的取り組み】 

・ ピア活動を通じて、活動する方一人一人が自信を持つことができるよう支

援をしていきます。 

・ 当事者の体験を通してできる支援をすることで、自信を持って生活できる

よう、ピア活動の機会を作ります。 

・ 松山市ピアサポート事業についても、登録者が活動できるよう情報提供を

していきます。 

・ 年に２回ピア活動をしている方の意見交換をする場を持って、活動の情報

共有や、意見交換をする場を持ちます。 

・ 法人内で連絡会を定期的に持ち、ピア活動の在り方について検討します。 

 

【評価】 

・ 法人内でピア活動をしている方々の意見交換会を３回実施。意見交換会で

は、今後活動してみたい事や、今後の意見交換会をどのような形で実施し

ていくかについて、参加者が中心となって話し合いを行いました。 

・ 松山市ピアサポーターの活動では、話し相手の活動やピア通信の作成協

力、松山市ピアサポーター意見交換会への参加等を行いました。 

・ きらりの森でピア活動をしている方が、第 58 回公益社団法人日本精神保健

福祉士協会全国大会で、自身の体験やピア活動等について発表しました。 
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２．サロン活動 

地域で生活する精神障がいのある人が、仲間や支援者との交流を通じて不安

や孤独を解消し、地域での生活を安心して継続できるよう支援します。 

 

【具体的取り組み】 

・ 月に１回以上、場を提供し、座談会やレクリエーションを実施します。 

・ 情報交換や心配事などの共有を行い、一人で抱え込まないよう、話せる機会

を提供します。 

・ 就職者には、職場での悩みや困りごとについての意見交換、働く意欲の向

上、息抜きの機会となるよう交流の場を提供します。 

＜参加状況＞ （2024 年 3 月 31 日まで） 

実施月 実施回数 参加人数  実施月 実施回数 参加人数 

４月 ２回 １０名 10 月 ２回 3 名 

5 月 ２回 5 名 11 月 ２回 6 名 

６月 ２回 6 名 12 月 ２回 5 名 

7 月 ２回 5 名 1 月 0 回 0 名 

８月 ２回 5 名 2 月 1 回 1 名 

９月 １回 3 名 3 月 1 回 0 名 

 合計 １９回 ４９名 

 

【評価】 

・ 就職している当事者を中心に案内を行い、集合開催しました。 

・ 毎回楽しみに参加する方がいる一方、意見交換での意見の違いや意見を求

められることがしんどく感じて参加しづらいという意見もありました。 

・ これまで同様テーマを設けて意見交換を中心に行いましたが、話題がスタ

ッフ主導になる、もっと自由に交流したいという意見がありました。 

・ ２月３月は、オープンスペースでのサロンを開催しましたが参加が少な

く、ただ自由を売りにするのではなく、一人一人のニーズに答える仕掛け

を作っていくことが今後の課題となりました。 

・ 今後は、内容、開催日時、対象者などニーズに沿えるような開催の工夫を

していきます。 
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３．普及啓発活動  

精神障がいのある人が、地域住民との相互理解を深める機会を作り、誰もが

安心して生活できる地域社会となるよう、松山市委託事業こころの健康フォー

ラムを当事者や関係機関と協働して行います。 

 

① 普及啓発活動（心の健康フォーラム） 

・ 今年度も松山市から委託を受け、心の健康フォーラムを実施しました。 

・ 精神障がいのある方の介護保険サービス利用が円滑なものとるよう、また一般市民

の方への講座を実施しました。 

・ 企画内容では、当事者の方からの声を届けられるよう、体験発表の内容で企画しま

した。 

＜体験交流＞ 

・ 令和５年９月７日(木) 13：30～14：30 

障害者多機能型事業所ここいろにて、久米中学校生徒 4 名と体験交流 

＜出前講座＞ 

・ 令和 5 年 8 月 22 日(火) 10：00～12：30 

障害者多機能型事業所きらりの森、障害者多機能型事業所ここいろが 

小野久米地区のケアマネジャー勉強会へ出前講座 

・ 令和６年２月９日(金) 14：00～16：00 

就労継続支援 B 型事業所風のねこ、障害者多機能型事業所きらりの森が 

清水地区へ出前講座 

 

② 法人内活動 

・ 令和 5 年３月 23 日(土) 10：00～14：30 

畑寺児童館とのイベント 

・ 精神障がいについてのドキュメンタリー番組の取材を受け普及啓発に努めました。 

（2024/2～2024/4） 2024/5/9 放送 
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【評価】 

・８月 22 日にこころの健康フォーラムｉｎ小野久米を実施しました。当事者

の体験発表や、ケアマネジャーの実践報告等を通じて、精神障がい者の地域

での生活の様子や日常生活での不安や困りごと、支援の課題等を共有する機

会となりました。 

・２月 9 日の出前講座では、３名の当事者の方に体験発表をしていただきまし

た。会場の市民の方からもたくさんの質問をいただき、病気の症状や障害に

関する理解を深めていただく結果につながりました。 

 

 


























































































































































